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北
海
道
の
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
と
北
大

ー
ー
そ
の
寄
生
虫
病
学
的
探
求
|
|

北大百年の諸問題

は

し

が

き

古
く
は
諸
外
国
の
例
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
我
が
国
の
研
究
者
の

聞
で
も
、
寒
冷
地
に
お
け
る
寄
生
虫
の
種
類
は
少
な
く
、
寄
生
率
も
低
い

と
い
う
考
え
が
支
配
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
に
、
少
な
く
と
も
第
二
次
世

界
大
戦
終
結
ま
で
の
北
海
道
の
寄
生
虫
に
つ
い
て
の
我
が
国
研
究
者
の
関

心
は
う
す
く
、
特
に
人
体
寄
生
虫
病
に
つ
い
て
は
、
時
た
ま
の
症
例
報
告

が
な
さ
れ
て
い
た
に
過
、
ぎ
ず
、
本
格
的
な
疫
学
的
調
査
は
ほ
と
ん
ど
な
さ

れ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
い
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
一
九
三
六
年
(
昭
和
一
一
)
十
月
北
大
附

属
病
院
で
は
、
礼
文
島
出
身
で
小
樽
在
住
の
一
婦
人
の
肝
手
術
が
行
わ

れ
、
北
海
道
で
は
じ
め
て
の
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
患
者
が
発
見
さ
れ
た
。

我
が
国
の
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は
こ
れ
よ
り
早
く
一
八
八
一
年
に
熊
本
で

山

下

次

郎

第
一
例
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
宮
城
県
以
南
の
諸
県
で
散
発
的
に
知
ら
れ

て
は
い
た
。
し
か
し
北
大
で
発
見
さ
れ
た
例
は
こ
れ
ら
と
は
病
巣
の
形
態

を
異
に
し
、
他
府
県
の
例
が
単
一
房
性
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
と
呼
ば
れ
る
の

に
対
し
て
、
多
房
性
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

い
っ
た
い
ど
ん
な
病
気
な
の
か
。
詳
細
は
北
大
図
書
刊
行
会
発
行
の

『
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
ー
そ
の
正
体
と
対
策
!
』
に
譲
る
こ
と
と
し
、
ご
く

概
要
を
述
べ
て
は
し
が
き
と
し
た
い
。

こ
の
病
気
は
紀
元
前
四

O
O年
こ
ろ
か
ら
嚢
腫
性
腫
湯
と
し
て
扱
わ

れ
、
長
い
間
病
原
体
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
今
か
ら
ニ

O
O年
程
前
に
な

っ
て
は
じ
め
て
寄
生
虫
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
し
て
次
第
に
条
虫
類
の
幼
虫
で
あ
る
嚢
虫
に
的
が
し
ぼ
ら
れ
、

し
か
も
従
来
知
ら
れ
た
嚢
虫
の
形
態
と
は
ち
が
う
と
こ
ろ
か
ら
、
一
八

O

五
年
に
は
じ
め
て
エ
キ
ノ
コ

γ
グ
ス
の
名
が
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
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な
わ
ち
エ
キ
ノ
コ
ヅ
ク
ス
と
は
特
定
の
条
虫
の
幼
虫
に
与
え
ら
れ
た
名
称

で
あ
り
、
後
に
は
こ
れ
が
成
虫
の
学
名
上
の
属
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
寄
生
虫
で
は
他
に
例
が
な
い
。

単
房
性
エ
キ
ノ
コ

y

ク
ス
症
で
最
も
有
名
な
国
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
、

古
く
は
住
民
六
人
に
一
人
の
割
で
患
者
が
い
た
と
い
わ
れ
、
一
八
六
七
年

で
も
五

O
人
に
一
人
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
長
年
に
わ
た
る
徹
底
し
た
予

防
撲
滅
対
策
の
強
行
で
、
今
か
ら
三
五
年
位
前
に
こ
の
国
で
の
本
病
は
消

滅
し
た
。
し
か
し
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
、
ソ
連
を
は
じ
め
、
緬
羊
飼
育
の
盛
ん
な
多
く
の
国
々
で
は
今
な
お

常
在
し
て
い
る
。
多
房
性
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は
ソ
連
、
ド
イ
ツ
南
部
、
ア

メ
リ
カ
の
ア
ラ
ス
カ
州
、
が
有
名
で
、
カ
ナ
ダ
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
な
ど
か

な
り
限
ら
れ
た
国
々
で
知
ら
れ
て
い
る
。
北
海
道
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

条
虫
科
の
条
虫
の
幼
虫
で
あ
る
嚢
虫
は
、
そ
の
名
の
如
く
ふ
く
ろ
状

で
、
こ
の
ふ
く
ろ
を
胞
嚢
と
呼
び
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
以
外
の
嚢
虫
で

は
、
胞
嚢
壁
の
陥
没
に
よ
っ
て
直
接
原
頭
節
が
つ
く
ら
れ
る
。
し
か
し
エ

キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
で
は
、
胞
嚢
の
内
層
が
ふ
く
れ
て
小
嚢
(
繁
殖
胞
〉
を
つ

く
り
、
そ
の
内
壁
に
原
頭
節
を
つ
く
る
。
こ
の
よ
う
な
原
頭
節
は
終
宿
主

で
あ
る
動
物
に
食
わ
れ
て
成
虫
す
な
わ
ち
条
虫
に
発
育
す
る
。

単
一
房
一
性
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
外
観
は
、
単
一
な
球
状
、
卵
球
状
、
凹
凸
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に
よ
り
多
型
を
呈
す
る
も
の
な
ど
で
、
宿
主
の
臓
器
に
散
在
す
る
。
多
房

性
子
キ
ノ
コ

y

ク
ス
は
嚢
壁
の
各
所
が
へ
ル
ユ
ア
状
に
外
方
に
突
出
し
、

サ
ボ
テ
ン
状
に
小
嚢
を
芽
出
し
、
こ
れ
ら
が
多
数
集
合
し
て
大
集
塊
の
観

を
呈
す
る
。
人
で
は
肝
臓
に
最
も
多
く
、
次
い
で
肺
臓
に
多
く
、
他
の
臓

器
に
も
見
ら
れ
、
脳
や
骨
に
も
寄
生
す
る
。

多
一
房
性
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
は
、
外
に
む
か
つ
て
さ
か
ん
に
小
嚢
が
出
芽

増
殖
す
る
の
で
、
周
囲
の
組
織
へ
は
げ
し
く
侵
入
し
、
し
た
が
っ
て
単
一
房一

性
に
く
ら
べ
て
障
害
も
大
き
く
、
悪
性
と
い
え
る
。
肝
臓
が
こ
れ
に
感
染

し
て
も
一

O
年
か
ら
一
五
年
位
し
て
症
状
が
出
る
の
が
普
通
で
、
上
腹
部

の
不
快
感
、
上
腹
部
膨
満
感
な
ど
の
自
覚
症
状
が
出
て
く
る
。
し
か
し
こ

の
こ
ろ
は
肝
腫
も
著
明
で
は
な
く
、
肝
機
能
も
正
常
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ

を
過
ぎ
る
と
胞
嚢
も
こ
ぶ
し
大
に
な
り
、
肝
腫
も
目
立
ち
、
微
熱
、
食
欲

不
振
、
右
季
肋
部
の
痛
み
な
ど
が
あ
り
、
全
身
が
だ
る
く
な
る
。
こ
の
こ

ろ
に
な
っ
て
は
じ
め
て
患
者
は
病
院
を
訪
れ
る
場
合
が
多
い
。
特
効
薬
は

ま
だ
開
発
さ
れ
ず
、
外
科
的
療
法
に
頼
る
ほ
か
な
い
。

北
海
道
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
調
査
と
対
策

北
大
附
属
病
院
で
我
が
国
は
じ
め
て
の
多
一
房
性
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
患

者
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
七
年
後
に
一
名
、
そ
の
後
三
年
し
て
一
名
、
ま
た

二
年
後
に
二
名
の
患
者
が
発
見
さ
れ
た
。
し
か
も
い
ず
れ
も
礼
文
島
在
住

者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
九
四
八
年
(
昭
和
二
三
)
七
月
に
北
海
道
衛

生
部
に
よ
り
、
北
大
医
学
部
を
主
体
と
し
、
農
学
部
か
ら
も
参
加
し
て
礼
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文
島
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
道
立
衛
生
研
究
所
も
加
わ
り
、
毎
年

一
、
二
回
、
通
算
三

O
回
に
も
及
ぶ
調
査
が
重
ね
ら
れ
、
住
民
の
検
診
、
‘

血
清
診
断
に
よ
る
患
者
の
検
索
、
媒
介
動
物
の
探
索
、
水
の
検
査
、
住
民

の
衛
生
教
育
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
間
に
患
者
一
一
一
七
名
が
確
認
さ
れ
、

猫
一
頭
と
犬
二
頭
か
ら
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
成
虫
が
発
見
さ
れ
た
。
住
民

の
多
く
が
飲
用
に
利
用
し
て
い
た
河
水
、
不
完
全
な
井
戸
水
の
検
査
で
は

こ
の
寄
生
虫
卵
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
他
の
寄
生
虫
卵
の
混
入
が
見

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
水
道
施
設
の
整
備
を
促
す
こ
と
と
な
っ
た
。
衛
生
教

育
は
一
般
住
民
を
対
象
と
し
た
講
演
会
や
有
線
放
送
に
よ
る
各
家
庭
へ
の

木
病
の
解
説
、
小
中
学
校
に
お
け
る
授
業
時
間
中
の
予
防
法
の
説
明
、
婦

人
会
の
利
用
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
徹
底
し
て
行
わ
れ
た
。
調
査

当
初
か
ら
特
に
動
物
検
索
を
行
っ
た
結
果
、
野
犬
へ
の
寄
生
率
が
極
め
て

低
く
、
寄
生
虫
体
数
も
極
端
に
少
な
い
こ
と
、
中
間
宿
主
で
あ
る
野
鼠
か

ら
は
全
く
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
島
内
に
お
け
る
野
生
動

物
聞
の
流
行
は
衰
退
期
に
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
。
離
島
と
い
う
こ
と

も
幸
い
し
た
と
は
い
え
、
住
民
の
協
力
と
衛
生
行
政
の
徹
底
に
よ
り
、
調

査
開
始
か
ら
二
十
余
年
に
し
て
礼
文
島
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は
消
滅
し
た

北大百年の諸問題

と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
一
九
六
五
年
(
昭
和
四

O
)
十
二
月
に
突
如
と
し
て
本
病
は

根
室
市
に
あ
ら
わ
れ
た
。
男
子
二
名
に
つ
づ
き
、
翌
年
に
は
七
歳
の
少
女

の
例
が
発
見
さ
れ
、
若
年
者
に
対
す
る
新
た
な
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
し

か
も
礼
文
島
の
場
合
と
は
ち
が
い
、
道
内
広
く
蔓
延
す
る
危
険
が
憂
慮
さ

れ
、
根
室
周
辺
の
調
査
を
も
急
速
に
進
め
る
こ
と
と
な
り
、
礼
文
島
に
お

け
る
対
策
に
準
じ
た
広
範
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
潜

在
患
者
の
早
期
発
見
と
治
療
、
要
観
察
者
の
継
続
観
察
、
媒
介
動
物
の
継

続
調
査
と
排
除
、
汚
染
地
域
限
界
の
確
認
、
水
道
普
及
促
進
、
自
家
用
水

対
策
、
住
民
衛
生
教
育
の
徹
底
が
急
務
と
さ
れ
、
道
立
衛
研
、
北
大
、
保

健
所
、
市
町
村
衛
生
行
政
機
関
の
ほ
か
地
域
病
院
、
獣
医
師
会
の
協
力
に

よ
り
推
進
さ
れ
た
。

患
者
は
根
室
市
で
一
九
六
五
年
以
来
二
五
名
、
別
海
町
、
中
標
津
町
、

標
茶
町
、
弟
子
屈
町
、
厚
岸
村
、
釧
路
事
業
所
か
ら
数
名
、
ず
っ
、
総
計
五

六
名
の
患
者
が
確
認
さ
れ
、
要
観
察
者
は
延
べ
七

O
O名
に
の
ぼ
っ
た
。

媒
介
動
物
の
調
査
は
、
多
房
性
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
成
虫
を
宿
す
終
宿

主
で
あ
る
犬
、
狐
お
よ
び
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
を
宿
す
中
間
宿
主
で
あ
る
野

鼠
に
向
け
ら
れ
た
。
人
類
は
野
鼠
と
同
様
に
中
間
宿
主
に
当
た
る
の
で
、

人
へ
の
本
病
感
染
の
程
度
を
知
る
た
め
に
は
、
犬
に
お
け
る
成
虫
感
染
の

状
況
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
推
定
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
道
東
地
域
で
も
ま
ず
犬
の
調
査
か
ら
、
狐
の
調
査
へ
と
進
展
し
た
。

道
東
地
域
で
の
最
初
の
患
者
が
発
見
さ
れ
た
根
室
市
で
は
野
犬
五
頭
か

ら
成
虫
が
発
見
さ
れ
、
別
海
町
、
標
津
町
、
標
茶
町
、
弟
子
屈
町
、
中
標

津
町
、
浜
中
町
で
も
一
九
七
五
年
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
一

1
一
九
頭
、
総
計

五
一
一
頭
の
感
染
犬
が
発
見
さ
れ
た
。
平
均
寄
生
率
は
こ
・
三
五
%
、
最
高
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率
は
別
海
町
の
四
・
六
%
で
、
こ
の
地
区
で
は
約
七
万
の
虫
体
を
宿
し
た

犬
の
例
も
あ
っ
た
。
礼
文
島
で
の
犬
約
二
五

O
頭
中
、
感
染
犬
は
僅
か
二

頭
で
、
一
虫
体
ず
つ
を
宿
し
た
の
と
は
大
変
な
ち
が
い
で
、
道
東
地
域
に

お
け
る
濃
厚
な
流
行
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

道
東
の
有
病
地
域
に
お
け
る
狐
に
つ
い
て
一
九
六
六
年
か
ら
一
九
七
五

年
三
月
ま
で
に
行
わ
れ
た
調
査
で
、
感
染
狐
三
八
四
頭
が
発
見
さ
れ
、
平

均
寄
生
率
は
一
八
・
九
%
を
一
示
し
、
犬
に
お
け
る
平
均
寄
生
率
の
一

O
倍

近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
最
高
を
示
し
た
の
は
一
九
六
六
年
度
の
一
一
一
一
二
・
三

%
で
、
最
低
は
一
九
七
二
年
度
の
二
・
九
%
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
度
に
は

一
一
二
・
八
%
に
上
昇
し
た
。
地
域
別
で
は
浜
中
町
が
最
高
の
二
七
%
で
、

最
低
は
釧
路
村
の
二
・
七
%
で
あ
っ
た
。
一
頭
の
保
有
虫
体
数
は
犬
と
同

様
二

O
前
後
が
普
通
で
あ
る
が
、
中
に
は
数
百
、
数
千
の
虫
体
を
宿
し
た

例
も
あ
り
、
特
に
根
室
市
で
は
約
一
万
の
虫
体
を
宿
し
た
例
も
知
ら
れ
て

い
る
。
道
東
で
の
犬
、
狐
の
調
査
が
急
速
に
進
展
し
た
理
由
の
一
つ
と
し

て
、
特
に
四
保
健
所
か
ら
、
選
抜
さ
れ
た
四
名
の
獣
医
が
直
接
検
査
に
当
た

り
、
中
で
も
か
つ
て
北
大
獣
医
学
部
に
お
い
て
助
手
と
し
て
エ
キ
ノ
コ
ッ

ク
ス
の
研
究
数
年
間
の
経
験
者
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
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野
鼠
の
調
査
は
八
千
余
匹
に
つ
い
て
な
さ
れ
、
衛
研
に
よ
っ
て
一
九
六

六
年
に
根
室
地
区
か
ら
ミ
カ
ド
ネ
ズ
ミ
一
匹
、
一
九
七

O
年
に
別
海
町
か

ら
ミ
カ
ド
ネ
ズ
ミ
二
匹
の
感
染
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
後
北
大
獣
医
学
部

に
よ
り
一
九
七
六
年
六
月
か
ら
十
月
ま
で
、
ノ
サ
ッ
プ
地
区
お
よ
び
歯
舞

地
区
の
エ
ゾ
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
七
匹
、
ミ
カ
ド
ネ
ズ
ミ
一
匹
、
中
標
津
町
春
別

地
区
の
エ
ゾ
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
一
匹
、
計
九
匹
の
感
染
野
鼠
が
発
見
さ
れ
た
。

寄
生
率
は
歯
舞
地
区
エ
ゾ
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
約
三
二
%
、
ミ
カ
ド
ネ
ズ
ミ
約

六
・
三
%
で
あ
っ
た
。
野
犬
、
狐
、
野
鼠
の
感
染
状
況
か
ら
し
て
、
道
東

地
域
に
お
け
る
野
生
動
物
聞
で
の
こ
の
寄
生
虫
の
寄
生
生
活
環
は
常
に
旺

盛
な
勢
い
で
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
た
が
っ
て
中
間

宿
主
と
し
て
野
鼠
と
同
様
な
関
係
に
あ
る
人
へ
の
感
染
の
機
会
が
少
な
く

な
い
こ
と
も
理
解
さ
れ
る
。

北
大
農
学
部
応
用
動
物
学
教
室
が
行
っ
た
道
東
地
域
の
狐
お
よ
び
野
鼠

の
生
態
学
的
調
査
に
お
い
て
、
狐
の
棲
息
数
多
く
、
野
鼠
捕
食
程
度
の
大

き
い
こ
と
な
ど
、
本
症
流
行
程
度
を
知
る
貴
重
な
資
料
が
提
供
さ
れ
た
。

現
地
調
査
と
は
別
に
、
北
大
農
学
部
で
は
礼
文
島
調
査
開
始
早
々
か
ら

古
い
記
録
を
辿
り
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
の
礼
文
島
侵
入
経
路
の
追
求
が

は
じ
め
ら
れ
た
。
礼
文
鳥
の
患
者
の
最
初
の
発
見
が
一
九
三
五
年
(
昭
和

一
O
)で
あ
り
、
普
通
は
感
染
後
一

0
1
一
五
年
で
自
覚
症
状
が
出
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
同
島
で
の
感
染
は
昭
和
の
初
め
こ
ろ
か
ら
と
推
定
さ
れ
た
。

元
来
狐
の
棲
息
し
な
か
っ
た
こ
の
島
で
は
、
野
鼠
の
駆
除
と
、
毛
皮
に
よ

る
村
の
経
済
を
補
う
目
的
か
ら
一
九
二
四
年
か
ら
三
年
間
に
中
部
千
島
の

新
知
島
か
ら
計
一
一
一
番
の
狐
を
移
入
し
て
放
飼
し
た
。
こ
れ
が
一
九
一
一
一

0
1一
一
一
一
年
こ
ろ
に
は
繁
殖
の
絶
頂
期
に
あ
っ
た
が
、
一
九
三
五
年
こ
ろ
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に
は
島
外
か
ら
の
密
猟
者
に
よ
り
一
挙
に
六

O
O頭
も
の
毛
皮
が
持
ち
出

さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
野
犬
が
増
え
た
こ
と
も
あ
っ
て
次
第
に
減
少

し
、
第
一
回
の
礼
文
島
調
査
の
こ
ろ
に
は
、
島
の
一
隅
で
時
た
ま
一
、
二

頭
が
見
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
が
、
野
犬
は
約
五

O
O頭
は
い
る
と

北大百年の諸問題

い
わ
れ
て
い
た
。

新
知
島
の
狐
か
ら
は
一
九
一
一
二
年
に
す
で
に
北
大
獣
医
学
部
の
前
身
、

農
学
部
畜
産
学
科
第
二
部
比
較
病
理
学
教
室
員
が
狐
二
一
践
に
エ
キ
ノ
コ
ッ

ク
ス
の
異
常
寄
生
を
確
認
し
、
一
九
三
五
年
に
は
成
虫
を
発
見
、
さ
ら
に

野
鼠
〈
ウ
チ
ダ
ハ
タ
ネ
ズ
ミ
)
の
肝
臓
に
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
が
寄
生
し
た

一
例
を
得
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
標
本
は
獣
医
学
部
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
、
新
知
島
で
は
早
く
か
ら
狐
と
野
鼠
の
間
で
、
こ

の
寄
生
虫
の
生
活
環
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
た
。

さ
ら
に
新
知
島
の
狐
の
由
来
を
調
べ
て
み
る
と
、
一
九
一
六
年
(
大
正

五
〉
に
五
番
、
翌
年
一

O
番
の
計
三

O
頭
が
コ
マ
ン
ド
ル
群
島
の
メ
イ
チ
島

か
ら
千
島
の
字
士
山
知
島
に
導
入
さ
れ
、
増
殖
後
は
松
輪
島
に
移
し
て
さ
ら

に
増
殖
が
は
か
ら
れ
、
そ
の
後
に
新
知
島
を
は
じ
め
他
の
島
々
に
放
飼
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
コ
マ
ン
ド
ル
群
島
で
は
一
九
三
八
年
の
報
告
に
よ
る
と

野
鼠
の
五

O
%に
エ
キ
ノ
コ

γ
ク
ス
寄
生
が
知
ら
れ
て
お
り
、

九
四

年
に
は
狐
か
ら
発
見
の
記
録
が
あ
る
。
ま
た
一
八
七

O
年
に
は
エ
キ
ノ
コ

ツ
ク
ス
常
在
地
と
し
て
知
ら
れ
た
ア
ラ
ス
カ
の
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
島
や

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
か
ら
の
野
鼠
が
狐
の
餌
と
し
て
移
入
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
総
合
し
て
、
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン

ス
島
、
コ
マ
ン
ド
ル
群
島
、
新
知
島
、
礼
文
島
の
一
連
の
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク

ス
侵
入
経
路
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

道
東
へ
の
エ
キ
ノ
コ

γ
ク
ス
侵
入
経
路
に
つ
い
て
の
北
大
獣
医
学
部
家

畜
寄
生
虫
病
学
教
室
の
調
べ
に
よ
る
と
、
礼
文
島
か
ら
の
直
接
の
侵
入
を

根
拠
づ
け
る
も
の
は
な
に
一
つ
な
か
っ
た
。
最
初
の
患
者
が
発
見
さ
れ
た

根
室
の
花
咲
港
の
沖
合
約
四
キ
ロ
の
ユ
ル
り
島
で
は
、
戦
前
千
島
か
ら
移

入
し
た
狐
の
養
殖
が
行
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
戦
時
中
に
こ
の
島
の
狐

は
柵
を
破
り
、
流
氷
に
乗
り
、
あ
る
い
は
結
氷
し
た
海
を
渡
っ
て
根
室
海
岸

に
侵
入
し
た
と
い
う
。
ま
た
歯
舞
諸
島
の
ハ
ル
カ
リ
島
で
営
ま
れ
て
い
た

養
狐
場
か
ら
逃
亡
し
た
狐
も
、
流
氷
や
結
氷
し
た
海
上
か
ら
ノ
サ
ッ
プ
岬

に
上
陸
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
古
老
の
話
に
よ
れ
ば
、
昔
は
ゴ
ヨ
ウ
マ

イ
海
峡
が
流
氷
で
埋
ま
る
よ
う
に
な
る
と
、
ノ
サ
ッ
プ
岬
と
歯
舞
諸
島
の

島
々
と
の
聞
を
、
人
は
歩
い
て
往
来
し
、
狐
も
渡
り
歩
い
た
と
い
う
。
一

九
六
六
年
四
月
漁
船
に
よ
る
流
氷
上
の
狐
の
発
見
例
な
ど
も
あ
り
、
流
氷

や
結
氷
を
利
用
し
た
千
島
系
狐
の
根
室
へ
の
自
然
侵
入
は
疑
い
の
な
い
と

」
ろ
で
あ
り
、
礼
文
島
へ
の
人
為
的
導
入
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
諸
調
査
が
進
め
ら
れ
る
一
方
、
北
大
医
学
部
を
主
と

し
、
札
幌
医
大
な
ど
で
は
患
者
の
治
療
、
特
に
外
科
手
術
が
行
わ
れ
、
肝

病
巣
を
含
む
肝
部
分
切
除
の
実
施
、
さ
ら
に
肝
深
部
に
潜
在
す
る
エ
キ
ノ

コ
ッ
ク
ス
を
考
慮
し
た
肝
広
範
切
除
の
研
究
も
進
め
ら
れ
、
ま
た
早
期
診



断
法
の
追
求
が
活
発
に
な
さ
れ
、
診
断
上
の
新
し
い
面
が
開
拓
さ
れ
た
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
実
験
的
研
究

北海道のエキノコックス症と北大

我
が
国
は
じ
め
て
の
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
実
験
的
研
究
が
北
大
に
お
い

て
開
始
さ
れ
た
の
は
一
九
五
四
年
(
昭
和
二
九
)
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

産
緬
羊
か
ら
得
ら
れ
た
単
一
房
性
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
を
実
験
材
料
と
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
実
験
は
、
翌
年
獣
医
学
部
に
家
畜
寄
生
虫
病
学
教
室

が
新
設
さ
れ
、
多
房
性
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
実
験
的
研
究
に
重
点
が
お
か

れ
て
か
ら
は
、
比
較
の
た
め
の
実
験
と
し
て
継
続
さ
れ
た
。

多
一
房
性
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
動
物
感
染
実
験
は
、
一
九
五

O
年
に
ア
ラ

ス
カ
の
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
島
で
感
染
野
鼠
が
発
見
さ
れ
て
、
は
じ
め
て

可
能
に
な
っ
た
。
獣
医
学
部
で
は
多
一
房
一
性
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
動
物
実
験

に
際
し
、
当
時
は
ま
だ
手
元
に
な
ま
の
材
料
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

ア
ラ
ス
カ
の
衛
生
研
究
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
て
感
染
野
鼠
一
匹
を
譲
り
受

け
た
。
ま
た
一
九
五
五
年
に
ド
イ
ツ
南
部
で
感
染
野
鼠
を
発
見
し
て
、
動

物
実
験
を
は
じ
め
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
熱
帯
医
学
研
究
所
と
も
連
絡
を
と

り
、
子
犬
へ
の
感
染
実
験
に
着
手
し
た
。
さ
ら
に
後
年
に
は
道
東
地
域
の
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材
料
も
実
験
に
供
さ
れ
た
。
そ
し
て
実
験
動
物
と
し
て
獣
医
学
部
に
は
常

時
、
単
房
性
エ
キ
ノ
コ

y
ク
ス
の
た
め
の
緬
羊
五
、
六
頭
、
ア
ラ
ス
カ
系

お
よ
び
道
東
系
多
一
房
一
性
エ
キ
ノ
コ

y

ク
ス
の
た
め
の
野
鼠
と
系
統
マ
ウ
ス

約
五

O
O匹
、
犬
四
、
五
頭
が
保
有
さ
れ
て
い
た
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
に
見
ら
れ
る
単
一
房
型
と
多
一
房
型
が
同
一
種
条
虫
に
よ

っ
て
生
ず
る
も
の
か
、
異
種
の
条
虫
に
よ
る
も
の
か
に
つ
い
で
は
、
諸
国
研

究
者
の
聞
で
一

O
O年
も
の
長
い
間
論
争
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ

が
エ
キ
ノ
コ

y

ク
ス
の
一
元
説
、
二
元
説
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
一
元

説
支
持
者
に
よ
れ
ば
、
単
一
房
型
が
宿
主
側
の
要
因
に
よ
っ
て
、
周
囲
の
環
境

条
件
が
悪
化
し
た
場
合
に
、
種
族
維
持
の
た
め
多
数
の
小
胞
を
芽
出
さ
せ

多
房
型
に
か
わ
る
と
い
う
。
ま
た
多
数
の
虫
卵
が
同
時
に
宿
主
動
物
に
の

み
こ
ま
れ
た
場
合
に
、
虫
卵
か
ら
出
た
子
虫
が
塊
状
を
呈
し
て
宿
主
組
織

内
に
侵
入
し
た
た
め
に
、
あ
る
い
は
ま
た
子
虫
は
一
個
で
あ
っ
て
も
、
不
自

然
な
組
織
内
に
侵
入
し
て
そ
こ
を
占
居
す
れ
ば
多
一
房
一
型
に
な
る
と
い
う
。

ハ
ン
ブ
ル
ク
熱
帯
医
学
研
究
所
の
ほ
か
二
元
説
支
持
者
は
ご
く
少
数
で
あ

っ
た
た
め
に
一
元
説
が
広
く
有
力
視
さ
れ
、
我
が
国
に
お
い
て
も
こ
れ
が

支
持
さ
れ
、
東
北
地
方
で
発
見
さ
れ
た
一
患
者
の
エ
キ
ノ
コ

γ
ク
ス
病
巣

が
単
一
房
型
か
ら
多
房
型
へ
の
移
行
途
中
の
形
態
を
一
万
す
も
の
と
し
て
処
理

さ
れ
た
例
も
あ
っ
た
。

一
元
説
に
せ
よ
二
一
元
説
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
患
者

の
自
然
感
染
病
巣
の
形
態
学
的
観
察
の
み
に
よ
る
想
像
の
域
を
脱
す
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
ど
ち
ら
の
説
が
正
し
い
か
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、

動
物
感
染
実
験
に
よ
っ
て
両
型
エ
キ
ノ
コ

γ
ク
ス
お
よ
び
成
虫
の
発
育
状

態
の
ち
が
い
、
形
態
的
差
異
の
詳
細
な
検
討
が
ぜ
ひ
必
要
で
あ
っ
た
。

北
大
獣
医
学
部
で
の
ア
ラ
ス
カ
系
お
よ
び
根
室
系
多
房
性
エ
キ
ノ
コ
ツ
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ク
久
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
系
単
一
房
性
エ
キ
ゾ

コ
ッ
ク
ス
を
材
料
と
し
た
観
察
に
よ
れ
ば
、

野
鼠
に
呑
み
こ
ま
れ
た
虫
卵
は
小
腸
内
で
鮮

化
し
、
子
虫
は
揚
壁
を
貫
通
し
、
血
流
に
よ

っ
て
肝
臓
に
達
す
る
。
三
、
四
日
後
に
は
子

虫
の
体
部
は
く
ず
れ
、
小
円
形
の
細
胞
が
一

列
に
虫
体
周
縁
を
ま
る
く
囲
み
、
や
が
て
融

合
し
て
う
す
い
膜
に
か
わ
り
、
胞
嚢
を
形
成

す
る
。
二

O
日
位
た
つ
と
こ
の
膜
の
外
側
に

外
層
が
発
達
す
る
。
初
め
に
で
き
た
内
側
の

膜
は
厚
さ
を
増
し
て
座
層
と
な
り
、
諸
所
に

座
細
胞
が
増
殖
し
、
や
が
て
そ
の
中
心
に
小

膝
を
生
じ
、
繁
殖
胞
と
呼
ば
れ
る
小
嚢
を
つ

く
る
。
そ
し
て
や
が
て
そ
の
内
壁
数
個
所
に

楕
球
状
の
原
頭
節
を
生
ず
る
。
原
頭
節
の
前

3 同切片標本2 ハタネズミの多包虫症(虫卵投与後202日〕

端
部
は
陥
入
し
、
内
商
に
は
四
個
の
吸
盤
と

一
定
数
の
頭
鈎
が
あ
る
。
胞
嚢
の
多
一
房
化
は

早
く
か
ら
起
こ
る
。

虫
卵
が
の
み
こ
ま
れ
て
多
房
性
ユ
キ
ノ
コ

図1

ツ
ク
ス
が
完
成
す
る
ま
で
に
野
鼠
で
は
二
カ

月
か
か
る
。
し
か
し
単
一
房
性
の
場
合
は
、
豚



で
一
、
二
年
、
緬
羊
で
は
普
通
三
年
位
か
か
る
。
多
房
性
エ
キ
ノ
コ

γ
ク

ス
の
胞
嚢
壁
を
構
成
す
る
外
層
は
単
一
房
性
の
も
の
に
く
ら
べ
て
う
す
く
、

内
層
は
増
殖
力
旺
盛
で
か
え
っ
て
厚
い
。
緬
羊
に
お
け
る
実
験
で
は
単
一
房

性
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
に
多
房
化
が
起
こ
る
気
配
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
ま

北海道のエキノコックス症と北大

た
単
房
性
の
方
の
虫
卵
を
野
鼠
に
与
え
、
多
房
性
の
方
の
虫
卵
を
緬
羊
に

与
え
た
場
合
は
、
い
ず
れ
も
感
染
は
成
立
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
両
者
の

聞
に
は
宿
主
特
異
性
が
判
然
と
し
て
い
る
。

多
一
一
房
性
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
原
頭
節
を
犬
に
与
え
る
と
、
小
腸
で
陥
入

頭
部
を
反
転
、
突
出
さ
せ
、
腸
壁
に
頭
鈎
で
吸
着
、
吸
盤
で
吸
着
す
る
。

体
表
を
通
し
て
腸
内
容
か
ら
栄
養
を
吸
収
し
、
次
第
に
成
長
し
て
頭
節
と

四
個
の
片
節
か
ら
成
る
体
長
二

i
一
一
一
ミ
リ
の
成
虫
に
な
る
。
単
一
房
性
の
虫

体
に
く
ら
べ
て
、
体
の
成
長
は
お
そ
く
、
感
染
後
四
カ
月
こ
ろ
に
よ
う
や

く
単
一
房
性
の
一
カ
月
こ
ろ
の
虫
体
の
大
き
さ
に
な
る
。
し
か
し
片
節
数
は

一
個
多
く
、
生
殖
器
の
発
達
は
速
い
。

虫
体
の
子
宮
内
で
虫
卵
が
成
熟
し
、
犬
の
排
、
世
物
中
に
混
入
し
て
く
る

ま
で
の
日
数
を
知
る
た
め
に
、
原
頭
節
を
の
ま
せ
て
一

O
日
目
こ
ろ
か
ら

毎
日
、
排
准
物
の
集
卵
法
に
よ
る
検
査
が
行
わ
れ
た
。
多
一
房
一
性
の
方
の
感

染
犬
で
は
三

0
1三
五
日
目
に
虫
卵
が
発
見
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
単
一
房

性
の
方
の
犬
で
は
四
八

1
六
一
日
目
に
虫
卵
を
は
じ
め
て
発
見
し
た
。
す

な
わ
ち
両
者
の
間
に
は
虫
卵
排
出
ま
で
に
二

O
日
前
後
の
差
が
あ
る
こ
と
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が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

両
型
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
成
虫
の
内
部
構
造
は
図
2
に
示
し
た
が
、
両

者
の
聞
で
生
殖
口
の
位
置
、
精
巣
の
数
(
単
一
房
性
の
方
は
二
五

1
八
O
、

多
一
房
一
性
で
は
六

1
一
一
一
五
〉
と
分
布
範
囲
、
最
終
片
節
内
の
子
宮
の
形
態
の

ほ
か
頭
鈎
の
数
に
も
明
ら
か
な
差
異
が
認
め
ら
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
単
房
型
、
多
一
房
型
を
呈
す
る
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
お
よ
び

そ
れ
ら
の
成
虫
に
お
け
る
発
育
上
ま
た
形
態
上
の
差
異
、
中
間
宿
主
動
物

の
大
き
な
ち
が
い
の
ほ
か
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
胞
内
液
の
免
疫
抗
原
性
の

差
異
も
認
め
ら
れ
、
両
者
は
全
く
異
種
の
条
虫
で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ

た
。
か
く
し
て
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
熱
帯
医
学
研
究
所
お
よ
び
北
大
に
お
け
る

動
物
実
験
に
基
づ
く
二
元
説
の
主
唱
が
、
研
究
者
の
間
に
広
く
支
持
さ

れ
、
爾
来
寄
生
虫
学
書
に
お
け
る
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
項
は
大
き
く
室
聞
き

か
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従
来
一
元
説
が
支
持
さ
れ
て
い
た
と
き
長
年
用

い
ら
れ
て
い
た
学
名
同
町
交
き
円
巴
円
g
h
h
ミ
お
と

2
5
は
今
後
は
単
一
房

性
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
成
虫
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
和
名
は
猪
粒

(
イ
リ
ュ
ウ
)
条
虫
を
廃
し
、
単
包
条
虫
と
定
め
、
幼
虫
で
あ
る
エ
キ
ノ

コ
ッ
ク
ス
は
単
包
虫
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
多
房
性
の
方
の
成
虫
は

学
名
を
同
町
ミ

E
S
R
S
去
と
に
白
色
室
内
と
ご
と
し
、
和
名
を
多
包
条
虫
、

そ
の
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
を
多
包
虫
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
我
が
国
で
は

元
来
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
を
包
虫
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
を
包
虫
症
と
も
称

し
て
き
た
。
以
下
こ
れ
ら
の
名
称
を
用
い
て
記
す
こ
と
と
す
る
。

北
大
で
動
物
実
験
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
ろ
、
外
国
の
二
、
三
の
研
究
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者
に
よ
っ
て
、
マ
ウ
ス
に
対
す
る
多
包
虫
感
染
実
験
が
行
わ
れ
た
が
、
あ

る
も
の
は
感
染
し
た
と
い
い
、
あ
る
も
の
は
感
染
し
な
い
と
い
い
、
実
験

成
績
は
相
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
原
因
は
、
恐
ら
く
マ
ウ
ス
の
系

統
の
ち
が
い
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
感
受
性
の
低
い
系
統
が
用
い
ら

れ
た
た
め
に
成
績
に
乱
れ
を
来
た
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
野
鼠
と

系
統
マ
ウ
ス
の
多
包
虫
感
染
に
対
す
る
感
受
性
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ

た。
六
種
類
の
野
鼠
と
一
五
系
統
の
マ
ウ
ス
が
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、

野
鼠
で
は
北
海
道
に
多
数
棲
息
す
る
エ
ゾ
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
、
ミ
カ
ド
ネ
ズ

、
本
州
に
多
い
ハ
タ
ネ
ズ
ミ
は
一

o
o
z、
そ
の
他
の
種
類
は
四

O
%

単包条虫Cl， 2)と多包条虫(3，4)

虫卵投与後375日 2 同 135日

同 117日 4 290日

内

'h
唱
E

A

n

べ
υ

図

な
い
し
そ
れ
以
下
の
感
染
率
を
示
し
た
。
系
統
マ
ウ
ス
で
も
系
統
に

よ
っ
て
一

O
O
%、
七

0
1入
O
W
A、
五

0
1六
O
M、
そ
れ
以
下

と
い
っ
た
感
染
率
の
差
異
が
見
ら
れ
た
。
な
お
国
内
、
国
外
を
問
わ

ず
古
く
か
ら
医
学
、
生
物
学
の
実
験
小
動
物
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き

た
長
系
マ
ウ
ス
で
は
一

O
%以
下
の
低
い
感
染
率
で
、
多
包
虫
の

発
育
も
悪
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
な
マ
ウ
ス
を
用
用
い
た
場

合
は
成
績
に
乱
れ
を
生
じ
易
く
、
判
定
を
む
ず
か
し
く
す
る
。

系
統
マ
ウ
ス
の
年
齢
抵
抗
性
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
。
マ
ウ
ス

の
日
齢
と
多
包
虫
の
発
育
と
の
聞
に
は
明
ら
か
な
関
係
が
見
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
日
齢
三

O
日
以
下
の
も
の
で
は
、
多
包
虫
の
発
育
は

速
く
、
日
齢
が
増
す
に
つ
れ
て
発
育
は
お
く
れ
、
日
齢
五

O
目
前
後

で
は
最
も
お
そ
く
な
り
、
さ
ら
に
日
齢
が
増
せ
ば
か
え
っ
て
多
包
虫
の
発

育
は
速
ま
る
傾
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

宿
主
の
性
抵
抗
性
の
検
討
も
三
系
統
の
マ
ウ
ス
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
雌
雄
を
用
い
て
行
わ
れ
た
。
二
系
統
の
マ
ウ
ス
で
は
、
雄
は
雌
よ
り
多

包
虫
感
染
率
は
明
ら
か
に
高
く
、
多
包
虫
の
発
育
も
速
い
。
い
い
か
え
れ

ば
維
は
雌
に
く
ら
べ
て
多
包
虫
感
染
に
対
す
る
抵
抗
性
は
低
い
。
と
こ
ろ

が
他
の
一
系
統
の
マ
ウ
ス
で
は
一
般
に
雌
雄
の
間
で
抵
抗
性
の
差
異
は
目

立
た
ず
、
組
織
反
応
が
強
く
、
多
包
虫
の
発
育
は
お
そ
い
。
し
か
し
三

O

日
齢
以
下
の
若
い
雄
で
は
こ
れ
と
反
対
に
多
包
虫
の
発
育
は
速
い
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
。



こ
れ
ら
の
一
連
の
観
察
か
ら
、
多
包
虫
感
染
に
対
し
て
、
宿
主
の
種
属

抵
抗
性
、
年
齢
抵
抗
性
、
性
抵
抗
性
が
強
弱
の
差
こ
そ
あ
れ
発
揮
さ
れ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
自
然
界
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
抵
抗
性

が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
働
く
も
の
で
は
な
く
、
組
合
わ
さ
れ
て
発
揮
さ
れ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。

北海道のエキノコックス症と北大

包
虫
症
患
者
で
は
包
虫
の
転
移
が
起
こ
る
と
い
わ
れ
、
単
包
虫
症
の
場

合
よ
り
多
包
虫
症
に
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
感
染
の
常
道
で
あ

る
虫
卵
に
よ
っ
て
起
こ
る
包
虫
症
を
一
次
包
虫
症
と
し
、
転
移
に
よ
っ
て

起
こ
る
包
虫
症
を
二
次
包
虫
症
と
呼
ん
で
い
る
。
二
次
包
虫
症
を
起
こ
す

の
は
、
包
虫
壁
が
な
に
か
の
原
因
で
破
れ
、
こ
、
ほ
れ
出
し
た
原
頭
節
が
血

流
に
よ
っ
て
諸
臓
器
に
運
ば
れ
、
そ
こ
に
定
着
し
て
包
虫
に
発
育
す
る
た

め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
実
験
的
証
明
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ

た。
二
次
包
虫
症
の
成
因
に
つ
い
て
の
確
一
証
を
得
る
た
め
、
多
包
虫
の
原
頭

節
を
用
い
た
動
物
実
験
お
よ
び
人
工
培
養
に
よ
る
観
察
が
行
わ
れ
た
。
集

め
た
多
包
虫
の
原
頭
節
を
、
太
自
の
針
を
つ
け
た
注
射
器
で
系
統
マ
ウ
ス

94う

の
腹
腔
、
胸
腔
、
脳
に
注
入
し
た
。
用
い
た
系
統
マ
ウ
ス
は
結
果
の
判
定

を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
虫
卵
に
よ
る
感
染
一

O
O
%の
系
統
の
も
の
が

運
ば
れ
た
。
原
頭
節
は
各
臓
器
に
定
着
し
て
嚢
状
と
な
り
、
多
房
化
が
起

こ
り
、
多
包
虫
を
完
成
し
た
。
し
か
し
ご
次
包
虫
形
成
率
は
虫
卵
に
よ
る

場
合
の
約
半
分
に
落
ち
た
。

原
頭
節
は
ど
ん
な
過
程
を
経
て
包
虫
に
発
育
す
る
の
か
を
詳
細
に
観
察

す
る
た
め
に
、
動
物
体
外
飼
育
す
な
わ
ち
人
工
培
養
が
行
わ
れ
た
。
多
包

虫
の
原
頭
節
を
特
に
考
案
さ
れ
た
培
養
液
に
投
入
し
、
三
七
度
の
恒
温
器

内
に
置
く
。
や
が
て
原
頭
節
は
陥
入
部
を
反
転
、
突
出
し
、
活
発
な
伸
縮

運
動
を
は
じ
め
、
二
(
}
三
日
後
に
は
膨
大
し
、
球
状
を
呈
し
、
時
間
が
た

つ
に
つ
れ
て
実
質
細
胞
の
分
化
が
起
こ
る
。
こ
の
こ
ろ
に
は
運
動
性
は
な

く
な
り
、
周
囲
は
次
第
に
包
虫
壁
の
形
態
を
整
え
る
。
四

O
日
位
た
つ

と
、
壁
の
一
部
に
多
一
房
化
が
は
じ
ま
り
、
七

O
日
後
に
は
多
一
房
一
型
を
呈
す

る
よ
う
に
な
る
。
発
育
途
中
で
の
細
胞
の
分
化
の
過
程
、
分
化
し
た
細
胞

の
そ
の
後
の
行
動
の
詳
細
が
電
子
顕
微
鏡
に
よ
る
観
察
に
よ
っ
て
明
示
さ

れ
た
。さ
ら
に
新
し
い
方
法
と
し
て
、
七
ミ
リ
の
長
さ
に
切
っ
た
内
径
七
ミ
リ

の
シ
リ
コ
ン
ゴ
ム
管
の
両
端
に
有
孔
性
膜
(
ミ
リ
ポ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
)
を

張
り
つ
け
た
小
室
を
つ
く
り
、
注
射
器
で
膜
を
と
お
し
て
多
包
虫
の
原
頭

節
を
注
入
す
る
。
こ
れ
を
コ
ッ
ト
ン
ラ
ッ
、
ト
の
腹
腔
内
に
装
填
固
定
す

る
。
小
室
内
で
原
頭
節
は
球
形
の
嚢
状
体
と
な
り
、
多
房
化
を
は
じ
め
、

嚢
内
に
は
繁
殖
胞
が
つ
く
ら
れ
、
入

O
日
後
に
は
繁
殖
胞
内
に
原
頭
節
を

生
じ
、
次
第
に
原
頭
節
は
増
数
し
、
典
型
的
な
多
包
虫
と
な
る
。
小
室
内

で
の
多
房
化
は
極
め
て
旺
勢
で
、
生
じ
た
小
胞
は
小
室
内
を
埋
め
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
実
験
に
よ
っ
て
、
包
虫
の
転
移
に
よ
る
二
次
包
虫
症
の

成
因
は
、
胞
嚢
内
か
ら
原
頭
節
が
こ
ぼ
れ
だ
し
た
こ
と
に
あ
る
、
と
の
確
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証
が
得
ら
れ
た
。
し
か
も
原
頭
節
は
終
宿
主
で
あ
る
犬
の
腸
内
で
は
成
虫

に
な
り
、
中
間
宿
主
体
内
で
は
包
虫
に
な
る
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
性
質

を
共
有
し
て
い
る
こ
と
、
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
原
頭
節
が
ど
ち
ら
の
道
を

と
る
か
の
ひ
き
が
ね
に
な
る
の
は
原
頭
節
が
接
触
す
る
環
境
条
件
の
ち
が

い
で
あ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
原
頭
節
の
ど
の
部
位
に
こ
の
ち
が
い

を
感
じ
と
る
も
の
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
は
な
に
な
の
か
今
な
お
不
明
で
あ

る。

北大百年の諸問題

包
虫
症
治
療
薬
の
基
礎
的
実
験
と
し
て
、
原
頭
節
の
人
工
培
養
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
た
幼
弱
包
虫
が
利
用
さ
れ
た
。
当
時
包
虫
症
患
者
の
包
虫
病

巣
切
除
手
術
の
際
に
、
臓
器
の
深
部
に
潜
在
す
る
摘
出
困
難
な
幼
弱
包
虫

に
よ
る
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
薬
の
発
見
が
強
く
要
望
さ
れ
て
い
た
。

幼
弱
包
虫
を
容
れ
た
培
養
液
に
、
ご
く
薄
め
た
薬
液
を
滴
下
し
、
包
虫
へ

の
影
響
が
検
討
さ
れ
た
。
使
用
し
た
薬
液
は
二
百
余
種
に
及
ん
だ
が
、

特
に
包
虫
の
活
力
を
抑
制
す
る
作
用
が
優
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
薬
液
は

二
、
一
二
に
過
、
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
薬
を
含
め
多
種
の
薬
液
を
包
虫
感

染
系
統
マ
ウ
ス
の
腹
腔
内
ま
た
は
筋
肉
内
に
注
射
し
、
生
体
内
で
の
効
果

が
観
察
さ
れ
た
が
、
特
効
的
作
用
を
発
揮
す
る
も
の
は
発
見
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
原
因
の
一
つ
に
生
体
内
に
お
け
る
包
虫
壁
を
通
し
て
の
薬
液
の

浸
透
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
、
包
虫
壁
の
浸
透
性
に

つ
い
て
の
さ
ら
に
深
い
研
究
の
必
要
が
痛
感
さ
れ
た
。

包
虫
症
の
診
断
法
に
つ
い
て
は
各
国
で
研
究
が
進
め
ら
れ
、
免
疫
学
的

診
断
法
が
種
々
考
案
さ
れ
て
い
る
が
、
諸
外
国
で
の
多
く
は
単
包
虫
症
を

対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
多
包
虫
症
に
対
す
る
研
究
は
あ
ま
り
行
わ
れ

て
い
な
い
。
北
海
道
に
お
い
て
は
、
今
か
ら
三
十
余
年
前
か
ら
、
多
包
虫
の

胞
内
液
を
材
料
と
し
た
補
体
結
合
反
応
が
道
立
衛
生
研
究
所
に
お
い
て
研

究
さ
れ
、
礼
文
島
お
よ
び
道
東
地
域
の
住
民
検
診
に
応
用
さ
れ
て
き
た
。

抗
原
材
料
に
は
北
大
獣
医
学
部
に
常
時
保
有
さ
れ
た
系
統
マ
ウ
ス
の
多
包

虫
寄
生
臓
器
が
提
供
さ
れ
た
。
マ
ウ
ス
一
匹
分
で
約
四
千
名
の
診
断
が
で

き
る
。
な
お
近
年
は
コ
ッ
ト
ン
ラ
ッ
ト
の
多
包
虫
胞
内
液
が
供
用
さ
れ
て

い
る
。
コ
ッ
ト
ン
ラ
ッ
ト
で
の
包
虫
発
育
は
系
統
マ
ウ
ス
の
場
合
よ
り
著

し
く
速
く
、
多
一
房
化
に
よ
っ
て
で
き
る
小
胞
は
大
形
で
、
胞
内
液
も
多

く
、
採
取
も
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
一
匹
分
で
さ
ら
に
多
人

数
の
診
断
が
で
き
る
利
点
が
あ
る
。
し
か
し
動
物
実
験
に
よ
る
と
、
野
鼠

や
系
統
マ
ウ
ス
で
は
、
包
虫
の
発
育
が
か
な
り
進
ん
だ
段
階
で
は
じ
め
て

反
応
は
陽
性
と
な
る
の
で
、
さ
ら
に
感
染
早
期
に
お
け
る
診
断
法
の
開
発

が
望
ま
れ
る
。

む

す

び

一
九
四
八
年
(
昭
和
二
三
〉
七
月
に
礼
文
島
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
の
調

査
が
開
始
さ
れ
て
以
来
、
道
内
各
機
関
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
を
生
か

し
て
の
協
力
の
下
、
二
五
年
に
わ
た
る
徹
底
し
た
予
防
、
撲
滅
対
策
に
よ
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っ
て
、
数
年
前
か
ら
既
に
向
島
か
ら
の
新
患
者
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
向
島
が
周
囲
を
海
に
固
ま
れ
た
小
島
で
あ
っ
た
こ
と
が
幸

い
し
た
と
は
い
え
、
単
包
虫
症
の
撲
滅
に
成
功
し
た
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
例

に
次
ぐ
多
包
虫
症
撲
滅
の
好
例
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
発
展
途
上
国
に

対
す
る
W
H
O
に
よ
る
指
導
の
際
の
資
料
と
さ
れ
て
い
る
。

一
八
八
一
年
に
熊
本
で
我
が
国
は
じ
め
て
の
単
包
虫
症
患
者
が
発
見
さ

れ
、
一
九
三
六
年
に
北
海
道
に
お
い
て
多
包
虫
症
患
者
第
一
例
が
知
ら
れ

て
以
来
、
我
が
国
の
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
(
包
虫
症
)
に
つ
い
て
の
研
究

は
い
ず
れ
も
症
例
報
告
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
諸
外
国
に
お
い
て
は
単
包

虫
症
の
動
物
実
験
が
、
主
と
し
て
緬
羊
、
時
に
は
豚
を
用
い
て
か
な
り
以

前
か
ら
行
わ
れ
て
は
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
動
物
を
一
挙
に
多
数
使
用
す
る

こ
と
の
困
難
さ
に
加
え
、
包
虫
発
育
に
長
期
間
を
要
す
る
な
ど
、
研
究
推

進
上
の
支
障
が
あ
っ
た
。
北
大
に
お
い
て
一
九
五
五
年
に
野
鼠
お
よ
び
系

統
マ
ウ
ス
を
使
用
し
て
の
多
包
虫
症
の
研
究
が
は
じ
め
ら
れ
て
以
来
、
多

数
の
動
物
の
使
用
、
短
期
間
に
お
け
る
包
虫
の
発
育
な
ど
研
究
上
の
利
点

も
多
く
、
多
包
虫
の
み
な
ら
ず
、
単
包
虫
に
も
共
通
し
た
幾
多
の
性
質
が

解
明
さ
れ
た
。
一
方
実
験
動
物
の
多
包
虫
胞
内
液
が
、
免
疫
学
的
診
断
の

補
体
結
合
反
応
抗
原
材
料
に
供
さ
れ
、
礼
文
島
お
よ
び
道
東
の
住
民
検
診

に
応
用
さ
れ
、
北
海
道
の
多
包
虫
症
予
防
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。

947 

原
頭
節
に
よ
る
二
次
包
虫
症
成
立
の
実
験
的
一
証
明
は
、
感
染
の
危
険
を

伴
う
虫
卵
を
使
用
す
る
こ
と
な
く
、
包
虫
感
染
を
可
能
と
し
、
ま
た
各
包

虫
株
の
保
存
の
た
め
の
動
物
体
内
継
代
の
作
業
を
容
易
に
す
る
な
ど
、
研

究
者
へ
の
大
き
な
福
音
を
斉
ら
し
た
。

北
大
獣
医
学
部
家
畜
寄
生
虫
病
学
教
室
が
行
っ
た
礼
文
島
多
一
房
性
包
虫

症
に
関
す
る
主
と
し
て
野
生
動
物
の
調
査
と
実
験
的
研
究
は
、
日
本
寄
生

虫
学
会
小
泉
賞
お
よ
び
北
海
道
科
学
技
術
賞
の
対
象
と
な
っ
た
。
ま
た
こ

の
研
究
は
ジ
ュ
ネ
l
ヴ
に
お
け
る

W
H
O
主
催
の
「
エ
キ
ノ
コ

γ
ク
ス
症

専
門
研
究
者
会
議
」
の
委
員
、
霊
骨
の
た
め
の
対
象
資
料
と
な
り
、
特
に
系

統
マ
ウ
ス
の
多
包
虫
に
対
す
る
感
受
性
の
差
異
お
よ
び
二
次
包
虫
症
の
実

験
的
研
究
が
重
視
さ
れ
た
。

思
う
に
北
海
道
に
お
け
る
多
包
虫
症
対
策
の
推
進
、
研
究
の
進
展
が
今

日
あ
る
の
は
、
北
大
医
学
部
に
お
け
る
我
が
国
は
じ
め
て
の
礼
文
島
出
身

患
者
の
発
見
に
端
を
発
し
て
い
る
。
こ
こ
に
更
め
て
先
人
の
偉
業
に
対
し

敬
意
を
表
し
た
い
。
道
東
地
域
に
お
け
る
多
包
虫
症
は
今
日
な
お
旺
盛
な

流
行
期
に
あ
る
。
汚
染
地
域
が
広
大
な
だ
け
に
、
特
に
媒
介
動
物
対
策
に

は
長
年
に
わ
た
る
不
断
の
努
力
の
必
要
が
あ
り
、
当
事
者
の
苦
労
は
察
す

る
に
余
り
あ
る
も
の
が
あ
る
。
今
後
の
研
究
の
成
果
が
、
本
症
の
予
防
撲

滅
の
上
に
大
き
な
進
展
を
斉
ら
す
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

(
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
)
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